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1. はじめに
和歌山県においては2011年の東日本大震災や台風

によってもたらされた紀伊半島大水害以降，小学校

から高校まで防災教育が多く実施されている。それ

は将来の南海トラフ地震の発生が，今後30年に発生

する確率が70％～80％（地震調査委員会，2021）と

いうことからも迫っていることがわかる。

筆者たちは和歌山県内の学校をはじめ，大阪府岸

和田市などの学校での防災教育をサポートしてきた。

また地域では自治会などと連携したりして，自主防

災組織が発足されており，各地の防災訓練などを企

画し，支援したり日頃の啓発活動を行ってきている

（今西・此松，2019・2020）。

今回のプロジェクトでは和歌山県広川町立耐久中

学での防災教育支援（今西担当）や県内他町の学校

等への防災教育支援を連携して実施し，それらの成

果をもとに，筆者らで従来の防災教育プログラムを

整理した教育プログラムの冊子を制作することを目

的としていた。しかし2020年度はコロナ禍というこ

とで，学校での実践が限定的になった。そのため冊

子を制作できるほどの防災教育コンテンツを実践す

ることができないため，ここでは2019年，2020年に

実施した耐久中学校での防災教育実践を主として報

告し，これからの防災教育を実践しようという学校

への参考資料になればと考える。

2. 耐久中学校での実践
2.1 2019年度の宿泊体験学習での実践
広川町は稲むらの火で有名な濱口梧陵の出身地で

あり，広川町立耐久中学校は梧陵が開いた耐久社の

志を引き継いだ100年以上の歴史ある中学校である。

耐久中学校では防災教育に熱心で，最近は2019年

（図1），2020年の秋に第1学年で防災教育体験を実施

している。本来は合宿であるが，昨年度はコロナ禍

のために宿泊体験は省かれている。

ここでは2019年に開催した宿泊体験学習（防災学

習）において，今西が初日の防災教育プログラムの

多くの開発を行い，耐久中学校で実践されている。そ

れによる実践を報告する。

日程は2019年10月9日（木），10日（金）で実施

した。体験の多い初日のタイムスケジュ―ルを表1

に示した。

図1 耐久中学校第1学年宿泊体験学習の案内
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表1 耐久中学校 第1学年宿泊体験学習（防災学習）のタイムスケジュール（10月9日のみ）

・3.11メッセージ
まず災害によって私たちにとって大切な人を失う

辛さがあることを知ってもらい，災害について生徒

たちに感じてもらうコンテンツを視聴してもらった。

これは東日本大震災の毎日新聞社の報道写真をもと

にして制作した「3.11メッセージ」（今西・此松，2015）
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である。これによって生徒は大切な人を守るという

モチベーションが高まり，防災教育を熱心に取り組

もうという意識が高まる。今までに防災教育を連続

的に取り組む場合には，ほぼ最初に視聴してもらっ

ているプログラムである。

◦避難所運営図上訓練
次の図上訓練はDIGとも呼ばれ，一般的には

Disaster	 imagination	gameの略で災害時をイメー

ジトレーニングすることで，一般的には自分たちの

住んでいる町の地図を使って，町の災害が発生した

時のイメージを見える化したりする。ここでは災害

時に重要な避難所を運営することを想定して，どん

な課題があるのかを自分ごとにイメージしてグルー

プで話し合い共有し（写真1），最後に全体で発表する

（写真2）。

この訓練では避難所のイメージが自分ごとになる

効果がある。例えばペットを避難者が連れてきた場

合はどうするのか。普通に使っているトイレが使え

なくなったりする。その時はどうするのか。家族構

成も色々と違ったり，状況も多様に違うのである。そ

れぞれに合わせてできるだけ問題なく対応するよう

にルールを作ることにつながる。まさに避難者の課

題を解決してもらうイメージトレーニングでもある。

また地域の自主防災組織でも行える体験訓練である。

実際に避難所を体験したことのある生徒は，最近で

も豪雨災害などでの一部だけであり，どんなことを

しているか知らない。そんな状況で突然，避難所開

設となっても戸惑う事になる。この訓練を前半に行

うことで次の個々の避難所運営の訓練でのイメージ

がよりリアルになってくる効果につながるのである。

◦簡易トイレ作り
大規模災害時では水道が使えない場合が多い。実

はほとんどのトイレは，水洗になっているため水道

が使えないということは使えないことを意味する。そ

のことも普段では思いつかない。これをこのような

訓練を入れることでトイレの問題をリアルにして，そ

の対策についても学ぶのである。ここでは写真3

（2020年度で開催した時）のように新聞紙を使って

写真1 避難所運営図上訓練風景

写真3 簡易トイレつくり（2020年） 写真4 パーテーションの組立

写真2 避難所運営図上訓練の発表

－38－



簡易トイレを作るのである。一回ごとの使い捨てに

なるが，いざというときに知っていると慌てずに済

むことになる。新聞紙で折ったトイレを，レジ袋に

入れて使用することになる。匂いを消すために犬猫

用のシートを入れたり，新聞紙を丸めたものを入れ

て匂いを消すようにと常に工夫されている。

和歌山大学ではマイトイレとして作成方法はホー

ムページに掲載されている。以下の順で閲覧可能で

ある。災害科学・レジリエンス共創センター＞教育

研究成果報告＞教材・資料ダウンロード＞マイトイ

レの作り方

◦パーテーションの組立
避難所ではパーテーションはとても重要なツール

になっており，多様なメーカーが作っている。ここ

では和歌山大学で実用新案登録しているパーテー

ションを使って訓練している（写真4）。プライバ

シーの問題から最近の避難所ではよく利用されてお

り，特に今回のコロナ禍においては一定の高さがな

いと，周りに飛沫が広がる可能性が高いということ

で自治体などから推奨されている。マジックテープ

でつなげる構造であるが，生徒たちは最初はぎこち

ないが慣れてくれば10分程度で作れてしまう。

◦夕飯の準備
避難所では炊事は重要な作業になる。熱源につい

ては色々な工夫がされている。ただ大規模災害時に

は都市ガスが使えなことが多い。プロパンガスは場

所によって使える可能性もあるが，ここではペール

缶コンロを使用して熱源としている。できるだけ最

悪を想定して行うのがいざという時の知恵につなが

る。そのためあまり普段から場所を取らなく置いて

おけるペール缶を利用している。そこが和歌山大学

での炊事訓練になっている。カレーやアルファー米

を使って配膳している。

◦暗闇体験
日常において暗闇を体験することはキャンプなど

に参加するときぐらいで，なかなか体験することが

ない。2018年9月に台風21号によって和歌山県，大

阪府では停電が長く続き，学校も休校になる事態で

あった。そのような時に初めて長い停電を体験した

子供達が多かったようだ。そのようなことが今後も

発生する可能性があり，暗闇にもなれておくといざ

という時に対応が可能となる。暗闇体験は合宿のよ

うな場所でないとなかなかできないので，宿泊体験

のある時にプログラムを入れていただくことが多い。

2.2 2020年度の体験学習
この学習は10月14日，15日の2日間で行なった。

基本的には今西が担当したプログラムは2019年度の

学習とほんとんど同じである。この時にはコロナ禍

ということで宿泊をしていない。プログラム概要は

前で説明したとおりである。

3. 今後の展開
学校現場や地域では，地元にあった防災教育プロ

グラムを欲しがっている。そのためにも共通で使え

る今までに開発した防災教育プログラム集のような

ものが必要になってきている。地域の自主防災組織

でも同じで，話を聞かせていただくと住民向けの学

習プログラムは少ないそうだ。来年度では防災教育

の目的に応じた教育プログラム集を作成して，多く

の方に広げていきたいと考えている。
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